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桧
垣
バ
レ
エ
団
の
ウ
ィ
ー
ン
公

演
、
小
西
裕
紀
子
振
付

。
主
演
に

よ
る
バ
レ
エ

「Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
」

の
評
が
現
地
の
芸
術
誌
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｋ

Ｅ
Ｒ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン

に
掲
載
さ
れ
た
。

京
都
の
桧
垣
バ
レ
エ
団
は
、
ウ

ィ
ー
ン
で

一
日
限
り
の
公
演
を
行

っ
た
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
初

演
作
品
と
し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ク
ォ
ー
タ
ー
の
ホ
ー
ル
Ｅ
の
舞
台

で
上
演
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
特

別
な
作
品
で
あ
っ
た
。

小
西
裕
紀
子
の
タ
イ
ト
ル

・
ロ

ー
ル
は
は
ま
り
役
。
円
熟
の
域
に

達
し
た
こ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、

非
常
に
説
得
力
の
あ
る
役
作
り
を

行
っ
た
。

一
見
繊
細
な
磁
器
製
の

人
形
の
よ
う
だ
が
、
初
め
て
ハ
イ

ン
リ
ヒ
と
出
会
っ
た
若
き
日
の
光

子
も
、
そ
し
て
後
に
妻
と
な
り
母

と
な
っ
た
光
子
の
、
愛
す
る
夫
と

死
に
別
れ
た
悲
し
み
ば
か
り
か
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
育
っ
た
子
供
た
ち

に
と
っ
て
日
本
の
伝
統
を
守
る
こ

と
は
重
要
で
は
な
い
と
い
う
苦
い

思
い
も
見
事
に
表
現
し
た
。
小
西

は
、　
一
九
八
六
年
に
桧
垣
美
世
子

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
バ
レ
エ
団

の
プ
リ
マ
バ
レ
リ
ー
ナ
だ
が
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
作
品
の
振
付
も
行

っ
て
き
た
。　
一
九
九
八
年
初
演
の

二
幕
の
バ
レ
エ

「
〓
雰
■
け
＆

も

そ
の
ひ
と
つ
。
彼
女
は
こ
の
作
品

で
、
き
わ
め
て
詩
情
豊
か
、
か
つ

き
め
細
や
か
な
、
敬
意
を
こ
め
た

ふ
た
つ
の
文
化
の
調
和
、
両
文
化

の
正
し
い
評
価
に
見
事
成
功
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ト
ー
ダ

ン
ス
を
含
む
古
典
的
な
バ
レ
エ
の

ス
テ
ッ
プ
の
素
材
に
、
「
舞
―
踊

り
」
、
つ
ま
り
天
皇
を
中
心
に
栄

え
た
京
都
文
化
の
舞
踏
様
式
の
要

素
も
取
り
入
れ
た
。
音
楽
で
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
音
楽
、
特
に
ド
ミ
ー

ト
リ
イ

・
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ

の
作
品
と
、
篠
笛
と
呼
ば
れ
る
横

笛
、
す
な
わ
ち
伝
統
的
な
竹
製
の

管
楽
器
で
演
奏
さ
れ
る
日
本
の
音

楽

（録
音
）
を
使
い
分
け
て
い
る
。

舞
台
装
置
の
ほ
と
ん
ど
な
い
舞
台

で
、
舞
台
後
方
の
パ
ネ
ル
に
投
影

さ
れ
た
非
常
に
立
体
的
に
見
え

る
映
像
だ
け
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
、
た
と
え
ば
日
本
の
茶
室
や
、

ウ
ィ
ー
ン
の
舞
踏
会
用
ホ
ー
ル
な

ど
を
暗
示
す
る
。

小
西
の
ほ
か
に
、
男
ら
し
く
情

熱
的
な
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
を
演
じ
た

佐
々
木
大
、
愛
想
の
良
い
女
将
役

の
前
田
翼
、
外
交
官
役
の
、
ジ
ャ

ン
プ
に
秀
で
た
榎
本
心
、
西
島
明

宏
、
今
井
大
輔
、
和
田
健
太
郎
、

「奴
さ
ん
」
役
の
河
波
佐
結
里
、

末
原
雅
広
、
そ
し
て
魅
力
的
な

若
い
女
性
た
ち
が
、
公
演
の
成
功

に
、
そ
れ
ぞ
れ
貢
献
し
た
と
言
え

よ
う
。

バ
レ
エ
団
と
、
感
性
豊
か
に
表

現
さ
れ
た
バ
レ
エ
物
語
に
、
非
常

に
盛
大
な
拍
手
喝
采
が
送
ら
れ

た
。著
者
昌
８

ヨ
Φ諄
ｏ■
∽辱

（在
ウ
ィ
ー
ン
）

バ
ロ
ッ
ク
を
楽
し
ま
せ
る
工
夫

露罰
事
ル
に
バ
レ
エ
ニ
フ
ビ
リ
ン
ス

た
現
代
作
品
で
、
お
揃
い
の
赤
い

ワ
ン
ピ
ー
ス
を
着
た
バ
レ
エ
シ
ュ

ー
ズ
の
六
人
の
、
原
振
付
を
拡
張

し
た
動
き
に
興
味
を
ひ
か
れ
た
。

第
二
部
は

『
眠
れ
る
森
の
美
菖

三
幕
。
サ
ラ
バ
ン
ド
を
最
初
の
方

に
置
く
こ
と
で
第

一
部
の
変
奏
の

よ
う
に
感
じ
さ
せ
る
。
今
回
は
吉

田
部
の
オ
ー
ロ
ラ
が
呼
び
物
だ

が
、
フ
ロ
リ
ナ
を
西
田
佑
子
が
踊

る
の
も
注
目
さ
れ
た
。
こ
の
日
も

そ
つ
な
く
き
れ
い
に
踊
っ
た
も
の

外
崎
芳
昭
と
山
崎
敬
子
が
主
宰

す
る
石
神
井
バ
レ
エ
・
ア
カ
デ
ミ

ー
の

『
バ
レ
エ
・
ラ
ビ
リ
ン
ス
』

公
演
は

一
昨
年
に
続
く
二
回
目
。

バ
レ
エ
の
原
型
が
イ
タ
リ
ア
か
ら

フ
ラ
ン
ス
の
宮
廷
に
持
ち
込
ま
れ

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
に
い
た
る
変

遷
を
、
各
時
代
の
舞
踊
を
散
り
ば

が
、
市
瀬
ら
の
長
年
の
努
力
に
よ

り
近
年
は
舞
踊
家
か
ら
の
関
心
も

高
ま
り
上
演
水
準
も
向
上
。
お
勉

強
の
つ
も
り
で
な
く
と
も
、
た

だ
見
て
楽
し
い
も
の
に
な
っ
て
き

た
。特

に
こ
の
作
品
は
下
手
側
に
バ

ロ
ッ
ク
ダ
ン
ス
を
習
う
現
代
人
、

拗 美女」 よ り

バ レエ団を背景 に踊る小西裕紀子 (中央) ◎ Goran Andric

桧垣バレエ団ウィーン公演 (評 )

の
、
西
田
な
ら
で
は
の
安
定
感
や

上
体
の
伸
び
や
か
さ
に
は
欠
け
た

印
象
が
あ
る
。
青
い
鳥
の
上
原
大

也
は
難
技
の
連
続
を

一
つ
の
滑
ら

か
な
流
れ
で
表
現
し
て
秀
逸
。
グ

ラ
ン
・
パ

・
ド

・
ド
ゥ
の
吉
田
は

あ
え
て
動
き
を
抑
え
、
技
術
の
誇

示
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
で
、
動

二
〇

一
一
年
九
月
二
十
三
日
、

ア
キ
コ
・
カ
ン
ダ
が
闘
病
の
末
に

世
を
去
っ
た
。
十
二
日
前
ま
で
舞

台
に
立
っ
た
が
満
身
創
康
で
挑
ん

だ
公
演
が
終
わ
る
の
を
待
っ
て
い

た
か
の
よ
う
に
病
魔
は
不
世
出
の

芸
術
家
の
肉
体
を
蝕
み
、
こ
の
世

な
ら
ぎ
る
者
と
し
た
の
だ
。
そ
れ

か
ら
早
三
年
―
―
遺
族
の
理
解
も

あ
っ
て
カ
ン
パ
ニ
ー
は
存
続
し
、

ア
キ
コ
の
仕
事
を
引
き
継
ぐ

ア
キ
コ
・カ
ン
ダ
・ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

き
残
り
の
空
間
に
金
色
の
光
の
粉

が
放
出
さ
れ
る
よ
う
な
踊
り
を
見

せ
た
。

デ
ジ
レ
王
子
の
齊
藤
拓
は
、
さ

り
げ
な
い
信
頼
感
と
、
ゆ
っ
た
り

と
納
ま
り
の
い
い
踊
り
に
味
わ
い

が
あ
っ
た
。

（七
月
五
日
　
練
馬

文
化
セ
ン
タ
ー
）
　

門
　
行
人

ゾ
ン
の
ほ
か

一
人
が
動
き
他
は
静

止
し
た
ま
ま
と
い
っ
た
変
化
を
織

り
交
ぜ
る
。
コ
ン
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
リ
リ
ー
ス
を
基
に
日
本
人
の
身

体
に
な
じ
む
ダ
ン
ス
を
追
求
し
た

ア
キ
コ
の
仕
事
を
引
き
継
ぐ
。

森
比
呂
美
、
星
川
喜
美
子
の
自

作
ソ
ロ
を
挟
ん
で
ア
キ

コ
の
二

〇
〇
九
年
初
演
作

『
夜
の
回
廊
』

（チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
ヨ
）
を

上
アキコ・カンダ。ダンスカンパニー公演より「夢、遥力」。 ◎山廣康夫

ル
の
醸
す

一
体
感
が
見
事
で
あ
っ

た
。
さ
ざ
波
立
つ
よ
う
に
躍
動
―，

観
る
も
の
の
心
に
深
く
訴
え
る
。

二
部
は
二
〇
〇
七
年
に
初
演
六

れ
た

『
夢
、
紡
い
で
』。
レ
イ
手

ン
・
ル
フ
ェ
ー
プ
ル
に
よ
る
イ
‐

ジ
ー

・
リ
ス
ニ
ン
グ
九
曲
に
〔

せ
た
ダ
ン
ス
集
だ
。
「青
春
の
結

き
」

「永
遠
の
き
ず
な
」
「微
肇

の
セ
レ
ナ
ー
デ
」
「ト
リ
オ
」
「
フ

イ

・
ウ
ェ
イ

一
「
と
ど
か
ぬ
愛

一

「
夢
、
遥
か

一
「
マ
・
ヴ
ィ
ー

一

「そ
し
て
、
今
は
」
に
よ
っ
て
繕

成
さ
れ
る
。
ソ
ロ
、
ト
リ
オ
、
群

舞
を
織
り
交
ぜ
音
楽
と

一
心
同
休

に
踊
っ
て
い
く
。

エ
ピ
ロ
ー
グ
は
ア
キ
コ
極
（

つ
け
の
名
作

『
バ
ル
バ
ラ
を
騒

る
』
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

「
黒
い
ロ

シ
」

「我
が
喜
び
の
復
活
」
の
〓

を
用
い
た
オ
マ
ー
ジ

ュ
（市
―――
【

振
付
）。
十
五
名
の
出
演
者
全
昌

が
思
い
を
こ
め
て
踊
っ
た
。
や
ペ

て
舞
台
中
央
に
金
の
紙
吹
雪
が
一

ら
は
ら
と
舞
い
落
ち
る
。
暗
転
終

は
星
空
に
…
…
。
ア
キ
コ
の
肉
議

は
滅
び
よ
う
と
も
魂
は
生
き
続
彎

る
―
―
喪
失
の
先
の
希
望
を
強
イ

感
じ
た
。
（七
月
五
日
昼
　
青
”

円
形
劇
場
）
　

高
橋
　
森
彦

江

川

パ

レ

エ

ス
ク

ー
ル

６０

回

目

の
発
表

会

【
西
宮
】

一
九
五
五
年
に
婆

一
回
発
表
会
を
宝
塚
大
劇
場
で
臼

催
し
て
以
来
六
〇
回
目
と
な
る
菫

表
会
を
八
月
四
日
の
六
時
神
戸
一

化
大
ホ
ー
ル
で
行
う
。
深
川
秀
十

が
今
回
も
記
念
公
演
の
た
め
一

「ガ
ー
シ
ュ
イ
ン
モ
ナ
ム
ー
ル
」

「夢
の
風
船
旅
行
」
を
再
演
。
一

た
新
国
立
劇
場
バ
レ
エ
団
プ
リ
ヽ

シ
パ
ル
の
湯
川
麻
美
子
も
百
巣
）

戻
っ
て
振
付
土
演
す
る
）^


